
政
令
第
三
百
三
十
号

旅
館
業
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
、

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
並
び
に
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の

継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
附
則
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
旅
館
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

特
定
感
染
症
の
症
状
を
呈
し
て
い
る
者

二

特
定
感
染
症
に
か
か
つ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）



（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
の
協
力
）

第
五
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
協
力
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

旅
館
業
の
施
設
に
お
い
て
み
だ
り
に
客
室
そ
の
他
の
営
業
者
の
指
定
す
る
場
所
か
ら
出
な
い
こ
と
。

二

体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の
確
認
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
そ
の
他
の
感
染
症
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
厚

生
労
働
大
臣
が
特
定
感
染
症
の
予
防
若
し
く
は
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
も
の
と
し
て
公
表
し
た
内
容
又
は
特
定

感
染
症
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
に
お
い
て
同
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防

止
に
関
す
る
措
置
と
し
て
定
め
ら
れ
た
内
容
（
次
条
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
感
染
症
に
係
る
公
表
又
は
基
本
的
対
処

方
針
の
内
容
」
と
い
う
。
）
に
即
し
て
、
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
の
協
力
と
し
て
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
指
針
で
定
め
る
も
の

（
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
協
力
）



第
六
条

法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
協
力
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
そ
の
他
法
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の
確
認
の
求
め

に
応
じ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
感
染
症
に
係
る
公
表
又
は
基
本
的
対
処
方
針
の
内
容
に
即
し
て
、
法
第
四
条
の

二
第
一
項
第
三
号
の
協
力
と
し
て
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針
で
定
め
る
も
の

（
法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
及
び
そ
の
特
定
感
染
症
国
内
発
生
期
間
）

第
七
条

法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、
結
核
と
し
、
そ
の
特
定
感
染
症
国
内
発
生
期
間
は
、
第
一

号
に
掲
げ
る
日
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

一

厚
生
労
働
大
臣
が
、
感
染
症
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
結
核
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因

に
関
す
る
情
報
並
び
に
結
核
の
予
防
に
必
要
な
情
報
を
踏
ま
え
、
営
業
者
が
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
法
第
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
旅
館
業
の
施
設
に
お
け
る
結
核
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
、
そ
の
旨
を
告
示
し
た
日

二

厚
生
労
働
大
臣
が
、
前
号
に
規
定
す
る
お
そ
れ
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
、
そ
の
旨
を
告
示
し
た
日



（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
六
号
中
「
職
業
」
を
「
連
絡
先
」
に
改
め
る
。

（
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
五
年
政
令
第
二
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旅
館
業
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
。
次
条
に
お
い
て
「
新
旅
館
業
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
新
旅
館
業
法
」
に
、
「
改
正
法
の
施

行
の
日
（
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
」
を
「
施
行
日
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の



一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
感
染
症
国
内
発
生
期
間
の
始
期
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
一
条

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と

い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
又
は
二
類
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
、
施
行
日
ま
で
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
内
で
の
発
生
が
な
く
な
っ
た
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
し

て
、
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
。
以
下
「
新
旅
館
業

法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

施
行
日
前
に
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
施
行
日
ま
で
に
感
染
症
法
第

四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
又
は
感
染
症
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
政
令
の
廃
止
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と



き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
感
染

症
が
国
内
で
発
生
し
た
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
新
旅
館
業
法
第
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
を

適
用
す
る
。

３

施
行
日
前
に
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
旨
の
公
表
が
行
わ

れ
、
か
つ
、
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
感
染
症
法
第

十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
又
は
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
が
準
用
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
施
行
日
ま
で
に
感

染
症
法
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
施
行
日
に
お
い
て
感
染
症
法
第
四

十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
感
染
症
法
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
又
は
第
四
十
四
条
の
三

第
二
項
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
た
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
九
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
感
染
症
法
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
又
は
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
が

準
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
新
旅
館
業
法
第
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附

則



こ
の
政
令
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


